
県4種における懲罰制度運用の流れ

通報

調査委任

調査結果報告

紙面通知 公表

（電子メール） 個人情報が特定されないよう注意する。

場合によっては非公表もある

不服申し立てをする場合もある

※県協会主催公式競技会においては、大会規律委員会が懲罰を決定することもある。

※県4種において公表が必要となった場合はJFA「懲罰公表規定」に準じて公表することとする。

司法機関招集→事実認定→懲罰種類検討→量刑の検討→懲罰決定

対象者 JFA公式サイト

※都道府県等の司法機関が決定した懲罰につい
ては別途都道府県協会にて公表判断する。

JFA規律・裁定委員会/県協会規律委員会（県協会各支部を経由することもある）

県4種規律調査委員会（規律委員会）

調査の開始

被害者（相談者）への聴取→関係者（目撃者）への聴取→被通報者（加害者）への聴取

※調査において順番が前後したり、再度聴取することもあります。

JFA規律・裁定委員会/県協会規律委員会（県協会各支部を経由することもある）

懲罰対象となりうる行為の発生

通報者（審判報告書・マッチコミッショナー報告書・マスコミ・チーム関係者等）

※公式競技会の場合は、大会規律委員
会へ懲罰権を委任することもある



個人情報が特定されないよう注意する。

※県4種において公表が必要となった場合はJFA「懲罰公表規定」に準じて公表することとする。


